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令和６年１２月１７日 

 

 

 

 石巻市議会議長 遠 藤 宏 昭 殿 

 

                     地域交通対策特別委員会      

委員長 阿 部 正 敏      

 

 

視察報告書 

 視察の概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

 １ 参加委員 委 員 長 阿 部 正 敏 

副委員長 楯 石 光 弘 

        委  員 阿 部 浩 章、安 倍 太 郎、 

渡 辺 拓 朗、後 藤 兼 位 

               

 

２ 視察日時  令和６年１１月６日から 

令和６年１１月８日まで  ３日間 

 

 

３ 視察先及び視察内容 

 （１）岐阜県高山市 

・高山市地域公共交通計画における重点事業について 

 

（２）岐阜県郡上市 

・郡上市地域交通網形成計画、地域公共交通計画について 

 

 

４ 視察目的 別頁のとおり 

 

 

５ 視察概要 別頁のとおり 

 

 

６ 所  感 別頁のとおり 

 

 

７ 添付書類 別頁のとおり 

 

 

８ 経  費 ７人 ６０１，２２０円（随行職員の旅費を含む） 
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岐阜県高山市 

・高山市地域公共交通計画における重点事業について 
 

 

 ○視察目的 

高山市は、岐阜県の北部、飛騨地方の中央に位置し、岐阜県飛騨市、下呂市、

郡上市、大野郡白川村、長野県、富山県、福井県、石川県と接している。 

面積は 2,178 ㎢あり、東京都と同じくらいの面積を持つ日本一広い市である。

面積の９割以上が森林で占められ、市の北東部には槍ヶ岳、乗鞍岳、穂高連峰な

どの飛騨山脈を擁し、中央部には宮川、南部には飛騨川、南西部には庄川が流れ

ており、自然に恵まれた美しい四季を感じられる国際観光都市として知られてい

る。 

高山市におけるバスやタクシーなどの公共交通は、高校生や高齢者の日常生活

をはじめとし、多く訪れる観光客の必要不可欠な移動手段となっており、公共交

通の存続は高山市でも課題となっている。 

課題を踏まえ、高山市では地域公共交通計画を策定し、幹線バスの見直し、の

らマイカー（地域バス）の見直し、利用環境の整備、ライドシェアや担い手確保

等の連携の４つを重点事業として展開している。 

持続可能な公共交通を目指す本市も高山市と同様の課題を持つことから、高山市

の重点事業の内容を学び、本市の事業の参考とする。 

 

○視察概要 

●取組の概要 

高山市地域公共交通計画の４つの重点事業について 

 

■幹線バスの見直し 

・重複して運行している幹線バスとのらマイカーの統合 

・主要な商業施設や公共施設にアクセスしやすいバス停位置の見直し 

■のらマイカー(地域バス)の見直し 

・幹線バスとのらマイカーが接続している路線の相互乗入れや統合の検討 

・のらマイカーの運行エリアの見直し 

・利用者の少ない路線や時間帯にタクシー車両によるデマンド運行を導入 

■利用環境の整備 

・公共交通を利用した買い物や通院のモデルコースを作成 

・支所などの公共施設整備において、待合スペース等を整備 

・ＧＴＦＳ（世界標準の公共交通データフォーマット）を活用した市民や観光

客への案内(事業者への周知) 

・交通結節点となる公共施設などへの運行情報のデジタルサイネージの設置 
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・のらマイカー、まちなみバス、匠バス、たかね号の料金の見直しの検討 

・各種割引制度の見直し 

■新たな取組や連携の検討 

・交通事業者の運転手確保や事業継続のための支援の検討 

・公共交通を補完する、地域の買い物支援などの取り組みへの支援の検討 

・自家用有償旅客運送制度やボランティア輸送などの活用の検討 

・ライドシェアや自動運転などの新たな取り組みの活用の検討 

・スクールバスや施設送迎バスなどの有効活用の検討 

・公共交通と移動販売の接続など、公共交通と他の事業を組み合わせた地域課

題の解決の検討 
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○所 感 

地域公共交通体系の概念として、高山地域と支所地域の交通結節点を幹線で結

び、高山地域では幹線と中心市街地バス(まちなみバス)と接続させ、支所地域で

地域バス(のらマイカー)と接続することにより、市域を移動できる公共交通網を

整備したことに関心した。 

また、郊外への若者流出や核家族化の増加などにより、高齢化世帯が増加して

きており、公共交通を使って買い物が困難な方が多く、地域の課題として、各小

学校区単位のまちづくり協議会で、地域にあった買い物支援やおでかけ機会創出

を実施に向けて検討していることには凄く魅力を感じた。 

今後は、公共交通を活用した日用品の運搬や、ボランティア輸送、現在、国で

検討が進められているライドシェアなど、地域にあった方法で地域課題の解決に

向けた取り組みが急務と感じた。 

 

○政策・提言 

本市において、高山市との地理的な相違があるため、同じような事業の進め方

は難しいが、高山市の地域交通の課題を、市民や事業者の意見、移動実態調査、

各地域の職員へのヒアリングなどにより、現状を把握した上で目指すべき姿、方

針を定めていることは、学ぶべきだと感じた。 

 地域交通対策特別委員会としては、公共交通を本当に必要とする方の意見を聞

きながら総合的な判断のもと事業を進める必要があり、まずは公共交通の実態や

課題、目指すべき姿等を共有した上で具体的な事業に取り組んでいくことを提言

したい。 
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岐阜県郡上市 

・郡上市地域交通網形成計画、地域公共交通計画について 
 

 

 ○視察目的 

郡上市は、岐阜県のほぼ中央に位置し、飛騨高地の南にある山岳丘陵地帯であ

る。平成の大合併前の郡上郡７町村全域が市域であるため、面積は 1,000 ㎢以上

と広大であり、県内で隣接する高山市に次いで面積が広い。面積の９割が森林で

あり、長良川や吉田川をはじめとした一級河川が 24 本も流れる自然豊かな市で

ある。 

なかでも、郡上八幡と呼び親しまれている郡上市八幡町は、戦国時代末期から

八幡上の城下町として栄えた歴史を持ち、現在にも残る江戸時代の町並みは美し

く、全国からの観光客が訪れる名所である。 

郡上市では、平成 30 年から令和４年までに、地域に適した公共交通の確保、高

齢者、観光需要に対応した交通の充実等を方針として地域公共交通網形成計画を

策定している。特に、計画の評価にあたっては、郡上市地域公共交通会議で協議

するほか、旧町地域では懇談会を開催し、交通会議へ報告や提案、共有する体制

をとっている。 

以上のことから、本市においても、今後、計画を進めていく中で、半島部の交

通体系の構築、ニーズの把握は当然必要であることから、郡上市での計画の評価

の仕組み、旧町地域での懇談会の内容を学び、本市の事業の参考とする。 

 

 ○視察概要 

郡上市は高齢社会に向けた地域交通の先進地である。郡上市は平成の大合併で

７町村が郡上市となり、面積も 1,000 ㎢を超える。住みよさ全国ランキングは 38

位と上位であるが、郡上市も少子超高齢化の進展で本市と同じように高齢者等の

足の確保が課題となり、特に山林面積が多いとはいえ４万人弱の人口が本市の倍

の 1,000 ㎢の面積に点在する集落に住み、その住民の足を確保するのは容易なこ

とではない。しかし、郡上市は合併前の町村の意向を聞きながら各集落の人口密

度は低下するものの、その集落に人がいなくなることはないとの想定のもと、各

種計画への具体の事業化に取り組んできた。 

計画策定へ反映させるため、各地区住民懇談会による意識把握として次のとお

り意見が出た。 

①長良川鉄道へのアクセスと関わり 

②ニーズの把握 

③広報、ＰＲ 

④デマンドシステム予約システム 

⑤スクールバス 
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⑥子供の利用 

⑦イベント・ツアー 

ともすれば、少子高齢化社会の中で財源ありきの執行部側の具体案を提示しが

ちの地域交通計画であるが、郡上市は先ほど申した人口密度は下がっても住民が

いなくなることはないとの誰一人取り残さないＳＤＧｓの精神を十分に認識し、

地域交通計画の理想の策定手順をしっかり踏んでいる。計画策定に乗降調査は基

盤としているが、それは限りある交通手段を選択する資料とし、廃路線や事業の

縮小の資料とは基本扱われていない。 

このような基本姿勢のもと、具体の事業は合併前の旧町村の路線を維持しつつ、

可能な限り郡上市の中止部への直接乗り入れを行っており、住民側からすればア

クセスによる時間の無駄を省き、それが持続可能な地域交通並びに持続可能なま

ちづくりに直接関係すると自負心を抱いて事業を策定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域公共交通ネットワークの将来像 
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○所感・提言 

郡上市は総合計画の中でも、地域交通計画を重要計画と位置付けており、一般

会計からの支出も人口規模からするとその割合は大きい。人口減少と共に歳入も

減少するが、今後の方針に変わりはないと断言する。執行部側も予算面で最大の

努力をしている以上、各地域の地域交通協議会にも腹を決めて取り組んでいただ

いているとのことであり、地域交通協議会もそれを理解し協議に協議を重ねて、

可能な範囲の地域交通事業の提案を行っており、双方の努力が住民に見える形に

もつながっている。これが住民の地域交通計画への理解と各地域の公共交通手段

の利用促進の機運ができ、持続可能性を後押ししていると考える。 

ほかの都市地域から郡上市への交通アクセスは視察道中でも経験したが、高速

バスを乗り継ぎ、所要時間もかなりを要する。このような環境下で郡上市の住み

よさランキングは全国 38 位（石巻市 640 位）とかなり上位であることが、この事

業の視察を通して上位の理由が理解できた。おそらく普段の生活の足は、このよ

うな地域交通の取組から不便を感じさせないことになっていると推察できる。郡

上市は本市の高齢化率より 3.5％高い 37.5％である中で、このような住みよさへ

の評価を受けていることは、今後、ますます高齢社会の足の確保が最重要であり、

本市においても他の予算を削っても取り組まなければならない事業である。 

 


